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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 (JBPI) 及 び 財団法人 日 本 規格 協会 (JSA) か ら ， 工業 標準 原案 を 具して 日 本 工業規格 を 改正すべき 
との 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISD 9453:2007 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は ， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 及び 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責 
任 はもたない。 
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著作 に よ り liW での 寨 製， 転載 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 



日本工業規格 J IS 

D 9453 : 2010 

自転車— リャ キヤ リャ 及び スタンド 
Bicycles — し uggage carriers and stands 

序文 

この 規格 は， 1994 年に 第 1 版と して 発行され た ISO 11243 を 基に， 我が国の 実情 を 反映させる ため， 技 
術 的 内容 を 変更 して 作成 し た 日本工業規格 であ る 。 

なお， こ の 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施 して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更 している 事項で あ る 。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

こ の 規格 は， 主として おさ. P. お. 1 丄 KJI 室. す. §. 一般 用 自転車， 幼児 用 自転車 _1 び靂 ：ヒろ 上皇 I き _存_ に 用 
いる リャ キヤ リャ （以下， キヤ リャ という。） 及び. ろ. タ__ ン上 、について 規定す る。 
注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 11243:1994, Cycles ― Luggage carriers Tor bicycles ― Concepts, classification and testing (MOD) 
なお， 対応の 程度 を 表す 記号" MOD" は， 1SO/IEC Guide 21-1 に謠 づき, "修正して いる" 
こ と を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

おき BX);?P- と 1— 二 盤 ほメ. 二]: ノレ-お U' 二 第」.. 部.に 碁. 準 山形. 
せき.?^ぉ(][さ;:?— __ニ1^歷ズ.：：：.1：ノヒぉ11ニ1^^さ111;.金住系 
^^】き》-0- 2 9互-ぇ--ニき歷ズ.ニ-トノレ1士にニ簿丄都丄ぉ1；-都.ロ°?，丄こ_1ぎレ_な 
^ぉ^-9.?!3_さ_-1-.ニきぇ歷ズニ.)ソレ_^^.11ニ第.^1.部丄— 碁：準ま-後 

J- 夏 さ- 10— 祁ヌ 二 まほ.^ r 上 ビレ. も U' 二き —着 二 第.. 1」 部丄愿 週 1 び. 棊礎. デニえ 
き B— 9.2P— 9-- え.. 二 歷ぇニ ヒト— ね. U ヒ. き ヒき二 第.?.. 經.: —二 歩え き— おお. ^び や.^.^^^ 

JISB 0201-3 -If. T^.r.h.^k^.U;-^^^^^ 

き.:^ 1 さ PI . . J えお り. 軸-ま：: JB. 
よ? さ— [？? L.M— 事 都—。 口 p.P 塗邁通 皿 
JIS D 9101 ...i MISSM 

JIS H8610 . き. 

JIS H 8617 二 ッ ケル めつ き 及び 二 ッ ケ ルー クロムめ つき 
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3 用語 及び 定義 

こ の 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， J1SD9101 よる。 

3.1 

キヤ リャ (carrier) 

自転車の 後車 輪の 上に 取 り 付ける 荷物の 積載 装置。 積載 装置に 幼児 用 座席 を 取 り 付けて 幼児 を 乗せ る た 
めの もの も ある。 
3.2 

キヤ リ飞' プフッ ト ホーム (carrier platform) 

荷物 を 積載 又は 固定す る ことができる 平たん な 部分。 ただし， 二 段 以上の 該当 部分 を 備えて いる キヤ リ 
ャ では， その 最上 部。 
3.3 

キヤ リャの 長さ， ん （length, L) 

自転車への 取 付け 金具 を 含み， 前 • 後の 末端 間で 測定され た キヤ リャの 最大 全長。 ただし， リフレ クタ， 
その他の アクセサリ 一は 含めない。 
3.4 

両立 スタンド 

自転車が 倒れない よう に， 車輪の 両側から スタン ドで 自転車 を 直立に 保持す るた めの 装置 （図 5 参照）。 
3.5 

1 本 スタンド 

自転車が 倒れない ように， 1 本の スタンドで 自転車 を 支持す るた めの 装置 （図 6 参照）。 
4 部品 名称 

キヤ リ ャ 及び ス 夕 ン ドの 主な 部品 名称 を， 図 4 〜図 6 に 示す。 

5 キヤ リャの 区分 

キヤ リャの 区分 は， 表 1 の 質量 別 クラスに よる。 
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表 1 一 キヤ リャの 質量 別 クラス 



質量 別 クラス 


説明 （最大 積載 質量 及 び 幼 児 用 座席の 取 り 付 け について） 


クラス 10 


最大 積載 質量 10 kg の 積載 用 キヤ リャ をい う。 

なお， この キヤ リャに は， 幼児 用 座席 を 取り付けて はならない。 


クラス 18 


最大 積載 質量 18 kg の 積載 用 キヤ リャ をい う。 

なお， この キヤ リャに は， 幼児 用 座席 を 取り付けて はならない。 


クラス 25 


最大 稿 載 質量 25 kg の 積載 用 キヤ リャ をい う。 

なお， この キヤ リャに 幼児 用 座席 を 取り付ける 場合 は， 幼児 用 座席の 質量と その 


幼児； flH 【席が 指定す る 最大 適用 体重 と の 合計が 25 kg 以下で な ければ な ら ない。 


クラス 27 


最大 稱 質量 27 kg の 積載 用 キヤ リャ をい う。 


なお， この キヤ リャに 幼児 用 座席 を 取り付ける 場合 は， 幼児 用 座席の 質量と その 




幼児 用襄 席が 指定す る 最大 適用 体重 と の 合計が 27 kg 以下で な ければ な ら ない。 


クラス S 


最大お; 教 質量が 27 kg 以上の 場合 は， キヤ リ ャの 製造業 者が 最大 積載 質量 を 指定 


する。 

なお， この キヤ リャに 幼児 用 座席 を 取り付ける 場合 は， 幼児 用 座席の 質量と その 


幼児 用 座席が 指定す る 最大 適用 体重 と の 合計が， 指定 し た 最大 積載 質量 以下で な 


ければ ならない。 



6 強度 

6.1 キヤ リャの 強度 
6.1.1 耐 温度 性 

耐 温度 性 は， 次に よる。 

a) —般 耐 温度 性 は， 合成樹脂， 又は 一部に 合成樹脂 を 使用した キヤ リャ について， 適用す る。 

b) 耐 高温 性 耐 高温 性 は， 12.1.1b) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 機能 又は 安全性に 影響 を 与える 損 
傷 又は 変形が 生 じて はならない。 

C) 耐 低温 性 耐 低温 性 は， 12.1.1c) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 機能 又は 安全性に 影響 を 与える 損 

傷 又は 変形が 生 じて はならない。 
d) 低温 耐 衝撃 性 低温 耐 衝撃 性 は， 12 丄 Id) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 機能 又は 安全性に 影響 を 

与える 損傷 又 は 変形が 生 じて はならない。 
6.1.2 静的 強度 

静的 強度 は， 次に よる。 

a) 垂直 方向 垂直 方向の 静的 強度 は， 12.1.2 a) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 永久 変形 量 は， 5 mm 

以下で なければ ならない。 

b) 側 方 側 方の 静的 強度 は， 12 丄 2 b) の 試験 を 行った とき， キヤ リャ のた わみ は 15mm 以下で なければ 
ならない。 また， 力 を 取り除いた 後の 永久 変形 量 は， 5 mm 以下で なければ ならない。 

6.1.3 動的 強度 

動的 強度 は， 次に よる。 

a) 垂直 方向 垂直 方向の 動的 強度 は， 12.1.3 a) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 各部に 著しい 破損， き 

裂な どの 異常 を 生じて はならない。 

b) 側 方 側 方の 動的 強度 は， 12 丄 3 b) の 試験 を 行った とき， キヤ リャの 各部に 著しい 破損， き 裂な どの 
異常 を 生じて はならない。 

6.2 スタンドの 強度 
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6.2.1 繰返し 疲労 性 

繰返し 疲労 性 は， 12.2.1 の 試験 を 5 000 回 行った とき， スタンドの 各部に 著しい がた， 作動 不良， 破損な 
どが あって はならない。 
6.2.2 両立 スタンドの 静的 強度 

両立 スタンドの 静的 強度 は， 12.2.2 の 試験 を 行った とき， スタンド ロックが 外れて はならない。 また， 
スタン ドの 永久 変形 量 は， 5mm 以下で なければ ならない。 
6.2.3 1 本 スタンドの 静的 強度 

1 本 スタン ドの 静的 強度 は， 12.2.3 の 試験 を 行った とき， スタンドの ロッ クが 外れて はな ら ない。 ただし， 
スタンド ロックがない ものに は， 適用し ない。 また， スタンドの 永久 変形 量 は， 10 mm 以下で なければ な 
ら ない。 

7 構造 及び 機能 

キヤ リャ 及び スタンドの 構造 及び 機能 は， 次に よる。 

a) 各部の 接合， 結合 及び 組立 は 確実で なければ ならない。 

b) スタン ドを 自転車に 組み付け た ときに， スタン ドは 使用者の 力で 容易に 操作で きなければ ならない。 
また， スタンド を 立てた とき， 自転車の 安定が 良好で， 容易に 倒れて はならない。 

C) 1 本 スタンド 又は 両立 スタンド を 自転車に 組み付け， スタンド を 走行 状態に して， 前車輪 を 地面に 固 
定し， 後車 輪 を 地面から 200 mm 持ち上げ， 自然 落下 させた ときに， スタンド 先端 力 ％ 面と 接触して 
はならない。 

8 形状 及び 寸法 

ま 1- リ-ヤ _ び：^ ぇヒビ _ ゆ 5 えせが 到- 1 び ま ヵも寸 j 者 あ… iL4_， …輕 

JIS B .0209-1 J8 變 現定 す- る 鐽き 7 X 6H/6a U± t —す. 6 o. - 

なお， 幼児 用 座席 を 取り付ける ことができる キヤ リャ プラッ ト ホームの 幅 /^は， 120〜175mm でな けれ 

ばなら ない。 

9 めっき 

キヤ リャ 及び スタンド のめつ きを 施した 面 は， 次に よる。 

a) 二 ッ ゲルめ つき 及び 二 ッ ケ ルーク ロムめ つき を 施した 部分の 厚さ 及び 耐食 性 は， JIS H 8617 の 表 I 及 
び 表 2 に 規定す る 3 級 以上と する。 ただし， かど 部， ねじ 部， ばね， 及び 組立 後， 外部に 現れない 部 
分 は， この 限りで ない。 

なお， クロムめ つき を 施した もの は， クロム層の厚さが0.05 ^mi 以上とする。 

b) 亜鉛め つき を 施した もの は， JISH 8610 の 表 1 に 規定す る 2 級 以上と する。 ただし， かど 部， ねじ 部， 
ばね， 及び 組立 後， 外部に 現れない 部分 は， この 限りで ない。 

10 塗装 

キヤ リャ 及び スタンドの 塗装 を 施した 面 は， 次に よる。 
a) JIS D 0202 の 規定に よって， 硬度 F の 鉛筆 を 用いて， 鉛筆 引つ かき 抵抗 性 試験 を 行った ときに， 試験 
面の 塗 膜に 破れが あって はならない。 
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b) JIS B 1501 に 規定す る 呼び 1/2 の 鋼 球 を 1 500 mm の 高さから 塗 膜 表面に 垂直に 落と したと きに， その 
衝撃 面に は く 離， ひび 割れな どが あって はな ら ない。 

— U …舰 

—き. ャ-リ -ャ. 1 び：^. え- ヒ上、 タ 1: 観 J: ま.，.… を (こ. よ-. んー 

a) 各部に 鋭い 端 部， かえり， ばりな どが あって はならない。 

b) や-.?. きヌ えさ 塗裝. き-極 k ナこ 厘に- (あ… 秦ナ 霧. 岀 -，… I 力 えれ—— _ —き— び， _ …そや _龍<^-蓍_レ_ヒ 
い。 

C) め— 2 き X えま 重 装-き 施き-な- レ? せ 上. ば 面 こ- (も…. き-び，… きれ_ ，——え < _1 れ蓍丄 ヒ^ 
d) ヱ 二え 糖え こせ，. -. 蜜着不 息—， jl き丕 なぶが-多.？.: L (- さ. な.. ら- な. ヒ^^^ 

12 試験 方法 

12.1 キヤ リャの 強度 試験 方法 
12.1.1 耐 温度 性 

耐 温度 性 は， 次に よる。 

a) 一般 合成樹脂， 又は 一部に 合成樹脂 を 使用した キヤ リャ について， 温度 条件の 変化が キヤ リャの 強 
度 及び 形状 に 及ぼす 影響 に つ レ ベ 試験 を 行 う 。 

低温 耐 衝撃 試験 は， その キヤ リャを 取り付けた 自転車が 倒れた ときの， 地面に 対する キヤ リャ の衝 
撃 を 想定した ものである。 b) 〜(！ ） の 試験 は， 静的 強度 及び 動的 強度 試験の 事前 試験と して 実施し なけ 
れ ばなら ない。 

b) 耐 高温 性 試験 キヤ リャを 温度 65 °C の 室内に 最低 3 時間 保持し， 取り出し， 外観 を 調べる。 
C) 耐 低温 性 試験 キヤ リャを 温度 一 20 での 室内に 最低 3 時間 保持し， 取り出し， 外観 を 調べる。 

d) 低温 耐 衝撃 試験 キヤ リャを 温度 一 20 での 室内に 最低 3 時間 保持し， 取り出した 後， 最も 影響が ある 

と 思われる 方向で 1 m の 高さから コンクリートの 床に 落下 させた 後， 外観 を 調べる。 
12.1.2 静的 強度 

静的 強度 は， 次に よる。 

a) 垂直 方向 キヤ リャを 試験 用 取 付 具に， 図 1 のように 組み付け る。 キヤ リャ プラットホームの 上に 半 
径 55 mm の 剛性 ブロック を 横向きに 配置し， キヤ リャの 後部から 長さん /2 離れた 箇所， 又は 最大た わ 
みが 発生す る 箇所 （キ ャ リャの 後部から 50 mm 未満 を 除く。） に， キヤ リ ャの 質量 別 クラスの 30 倍 （例 
えば， クラス 18 の もの は 18X 30=540 N， キヤ リ ャの 最大 積載 質量の 3 倍と 同等） の 力 を 1 分 間 加え， 
力 を 取 り 除いた と き， 力点での 永久 変形 量 を ミリ メート ル 単位で 測定す る。 

なお， キヤ リャ プラットホームの 中間に サポート （支持 物） を 備えて いる 場合に は， 最も 影響が あ 
る と 思われる 位置に 力点の 位置 を 選択しても よい。 



著作権法に よ り 無断での 複製， 転 は 禁止され てお ります。 
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単位 mm 



力の 方向 ず 



剛性 プロック 




注 最大た わみ が 発生す る 箇所 

図 1 - 垂直 方向 静的 強度 試験 

b) 側 方 キ ャ リャを 試験 用 取 付 具に， 図 2 のよう に 水平に 組み付け る。 キヤ リ ャの 後部から 50rnrn の 位 
置に， キヤ リャの 質量 別 クラスの 10 倍 （例えば， クラス 18 の もの は 18X10=180 N， キヤ リャ の最 
大 積載 質量と 同等） の 力 を， キヤ リャ プラットホームの 側部に 1 分 間 加えた ときの， 力点の た わみ 量 
を ミリメートル 単位で 測定す る。 また， 力 を 取り除いた 後の 永久 変形 量に ついても 測定す る。 

単 1AI mm 

力の 方向 




50 









ム 丄 



図 2 — 側 方 静的 強度 試験 
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12.1.3 動的 強度 

動的 強度 は， 次に よる。 

a) 垂直 方向 キヤ リャを 試験 用 取 付 具に， 図 3 のように 水平に 組み付け る。 キヤ リャ プラッ ト ホームに， 
質量 別 クラスに 等しい 1 セットの おもり （例えば， クラス 18 の もの は 18 kg の 質量） を Z)= 丄 /2 の 位 
置で プラッ ト ホーム 幅に 荷重が 均等に かかる ように 取り付け， 表 2 の 条件で 振動 を 加えた 後， 外観 を 

調べる。 

なお， おもりの 重心の 高さ は， キヤ リャ プラットホームの 上部の 中心 線から 10mm 以内と し， おも 
りの 全幅 は， キヤ リャ プラッ ト ホーム 幅の 外側 100mm 以内と する。 



表 2 — 垂直 方向の 動的 試験の 条件 



振幅 


mm 




振動数 


Hz 


7 


加振 部の 加速度 


m/s^ 


9.8 


振動 回数 


回 


50 000 



注記 共振が 生じた 場合に は， 振動数 を 

10 % 減少 さ せ， 振幅 を 23 % 増加 し 

て 行う。 



図 3 — 動的 試験 

b) 側 方 キヤ リャを 試, 験 用 取 付 具に， 図 3 のように 組み付け る。 キヤ リャ プラットホームに， 質量 別ク 
ラスに 等しい 1 セットの おもり （例えば， クラス 18 の もの は 18 kg の 質量） を Z)==100mm の 位置で 
プラッ ト ホーム 幅に 荷重が 均等に かかる ように 取り付け， キヤ リャ プラッ ト ホームの 下方 750 mm の 
水平に おける 前後 方向 軸に 対して 全角 10° で 左右に 表 3 の 条件で 振動 を 加えた 後， 外観 を 調べる。 





^ X 日日 -^00 



著作権法 によ り 無断での iEH 等 は 禁止され ております。 
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なお， おもりの 重心の 高さ は， キヤ リャ プラットホームの 上部の 中心 線から 10mm 以内と し， おも 
りの 全幅 は， キヤ リャ プラッ ト ホーム 幅の 外側 100mm 以内と する。 



表 3 - 側 方 動的 試験の 条件 



振れ 角 ° 


10 


振動数 Hz 


1 


加振 部の 加速度 m/s 2 


2.6 


振動 回数 回 


50 000 



12.2 スタンドの 強度 試験 方法 

12.2.1 繰返し 疲労 試験 スタンド を 取 付 具に 固定し， ロック を 外した 状態で， スタンドの はね 上げ 操作 を 
毎分 10〜15 回の 速さで 5 000 回 行った 後， 外観 及び 作動 状態 を 調べる。 

なお， 試験 開始 前に， 回転 部 又はし ゆう （摺） 動 部に グリース を 十分に 塗布して 行う。 
12.2.2 両立 スタンドの 静的 強度 両立 スタンド をロッ ク した 状態で， 試験 用 フレーム 又は 試験 用 取 付 具に 
取り付ける。 両足の 下端 部 を 挟む ように 取 付 具 を 固定し， 取 付 具の 中央部に 対し， はね 上げ 方向に 200 N 
の 力 をばねば かりな どで 加えた とき， ロッ クが 外れて はならない。 

次に， 取 付 具の 中央部に 対し 逆 方向に 20N の 力 を 加えて 基準点 を 設定し， さらに， 200N の 力 を 1 分 間 
加え， この 力 を 取り除いた とき， 基準点の 永久 変形 量 を ミリメートル 単位で 測定す る。 
12.2.3 1 本 スタンドの 静的 強度 1 本 スタンド を ロックした 状態で， スタンド 下端 部に 100 N の 力 をば ね 
ばかりな どで はね 上げ 方向に 加えた とき， 口 ックが 外れて はならない。 

次に， スタン ドを 試験 用 フレーム 又は 試験 用 取 付 具に 取 り 付け， スタン ド 足の 下端 をばねば か り な どで 
自転車の 基準 中心 面 又は 取 付 具 中心 面に 対し 外側 横 方向で， スタン ド 足に 直角に 20N の 力 を 加えて 基準点 
を 設定し， さらに， 150 N の 力 を 1 分 間 加え， この 力 を 取り除いた とき， 基準点の 永久 変形 量をミ リメ 一 
トル 単位で 測定す る。 

13 表示 

13.1 キヤ リャの 表示 

キヤ リャに は， . え; ャ _9 赛厘に ■ 印-に— ^1 ニノ ヒき i 寸 J1 をな-ど) _ こ丄？ _x 容易 に 消 え な い 方法で， 次の 事項 

を 表示す る。 

a) 最大 積載 質量 （10， 18， 25， 又は S + 質量） "kg" 
例 1 25 kg 
例 2 S30 kg 

W_ …幼〉 き虽塞 き-取 1せ_ は-を； - しが:?: き-を-き. ヤ ャ-に (あ… も J_ 塞 度 ゆ- 《取 ft 

幼 環 塞 き-耳 ヌ ift は-る.. こ. -と で-き-な 上せ i' んャ- にめ… 取 ほせ. 不 1_ で- 1 を^ 
C) 製造業 者 名 又は その 略号 

？ 造-年- 1；^— (ま —そ- -QMt 

13.2 スタンドの 表示 

スタン ドに は， スタンドの 表面に 刻印す るな どに よって 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

a) 製造業 者 名 又は その 略号 

b) 製造 年月 又は その 略号 



著作 観 接に よ り 19»で<^)飄氣 甎載等 は票止 さ れて おります。 
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14 取扱説明書 

キヤ リャ. ；^. び：^ え: ノ.. ビに は， 自転車への 組 付けの ための， 次の ような 内容の 取扱説明書 を 添付し なけれ 
ばなら ない。 ただし， 自転車に 標準 装備され ている 場合 又は 同時に 供給され る 場合 を 除く。 
14.1 キヤ リャの 取扱説明書 

キヤ リャの 取扱説明書に は， 次の 事項 を 記載す る。 

a—) …-- 当 P き ±_ ャ」 んャ _ り 猜き質 S^- び 1 転 事-へ 91 お ま は 可否 (ま」— 直 転 事— き M 曰 4 
b) キヤ リ ャの 自転車への 取 付 方法 及び 取 付 位置 並びに 締付 工具の 推奨 トルク。 
C) 幼児 用 座席の 取 付けの 可否。 

d) iftwEiioia 

1) キヤ リャに 荷物 を 積載した ときに， 自転車の 操縦 安定性 及び ブレーキの 制動 性能に 影響を及ぼ すお 
それが ある 旨の 警告。 

2) 最大 積載 質量 を 遵守す る 旨の 警告。 

3 上—— —幼 ふ 曰 リ-覆 座 if— き— 取— り— せ— け—— る き丄 ま-， -_J.g_ 専—， ——き ャ.— 1 え _ャ；^_^^ 

ま-なし 幼児 埋 £ き -Qil. しそ- 幼- i^s^f. 座 S_ なま I 室 11>__ き；^ 璃歷 《$ 重 合壯 さしえ ヤー^^^^ 

き- 算: 曇-ふえ 下_：?_ なせ^ _ ば _な_ -ら- -な. ヒ旨 警告 9_ . . 

e) キヤ リャ に 積載 し た 荷物 又は 幼児 用 座席が 製造業 者の 取扱説明書に 従って 確実に 固定され， 後車 輪に 
挟み込まれる ような 緩んだ ひも （紐） 及び ベルトがない こと を 確認し なければ ならない 旨の 警告。 

f) 締付け 部 を 確実に 締め， 頻 に 確認す る ことの 指示。 また， 締付け 部に 緩み， がた つきな どの 異常が 
確認され た 場合に は， 適切な 締付け 工具 を 用いて 直ちに 締め 直す 力、， 又は 自転車 販売店な どで 点検 を 
受ける ことの 指示。 

g) キヤ リャを 変造 及び 改造 して はならない 旨の 警告。 

h) キヤ リャが トレーラー を 引く ように 設計され ている ものに ついては， その 旨の 助言。 

i) 荷物な ど を キヤ リャに 積載した ときに， リ フレク 夕 及び 尾灯が 隠れない よ う に 積載 し な ければ な ら な 
い 旨の 注意。 

14.2 スタンドの 取扱説明書 

スタンドの 取扱説明書に は， 次の 事項 を 記載す る。 

a) スタン ドの 自転車への 取 付 方法 及び 取 付 位置 並びに 締付 工具の 推奨 トルク。 

b) ] 本スタンドを 備 え た 自 転 車で は， 幼児 用 座席 を 取り付けて はならない 旨の 注意。 
C) 締付け 部 を 確実に 締め， 頻繁に 確認す る ことの 指示。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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表 4 一 キヤ リ ャ 及び ス タ ン 卜の 寸法 

単位 mm 



車輪の 径の 呼び 


キヤ リャ 


両立 スタン ド 


1 水ス 夕 ン ド 

丄 ダ十、 , ヽノ --^ 1 


A 




C 




14 


235 


705 


700 


175 


16 


260 


230 


200 


205 


18 


285 


255 


200 


235 


20 


310 


280 


230 


265 


22 


335 


305 


230 


295 


24 


360 


330 


250 を 超え 
320 以下 


325 


25 


375 


345 


340 


26 


385 


355 


355 


27 


400 


370 


370 


28 


410 


380 


385 


注記 寸法 記号 メは図 4， 寸法 記号 5 及び C は 図 5， 寸法 記号 は 図 6 による。 



iffWBffi によ り 囊麵 での 豪囊， は 禁止され て お り ま す。 



番号 


部品 名称 




板材製 キヤ リャ枠 


2 


キヤ リャ足 


3 


ひも 掛け 


4 


リベ ッ ト 



番号 


部品 名称 


1 


丸 棒 キヤ リャ枠 


2 


キヤ リャ足 


3 


ひも 掛け 


4 


リベット 





： 著作 權 法に よ り « 酣 での ««, mmma 禁止 さ れて おります。 
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C 




b) 板材製 スタンド 

注記 寸法 5 及び C の 値 は， 表 4 による。 

図 5 — スタンド (両立 スタンド) 



単 1 乂 mm 



奋-ザ 


部品 名称 


1 


丸 棒 製 スタンド 足 


2 


スタン ド取付 板 


3 


スタンド ばね 


4 


リベット 




スタンド ロック 



番号 


部品 名称 


1 


板材製 スタンド 足 


2 


スタンド 取 付 板 


3 


スタンド ばね 


4 


リベ ッ ト 




スタンド ロック 



著作権法 により 無断での 1IM， は 禁止され ております。 
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a) フレーム 固定 式 




注記 寸法 Z) の 値 は， 表 4 による。 



b) 八ブ軸 固定 式 



図 6 — スタンド (1 本 スタンド) 



番号 


部品 名称 


1 


丸 棒製ス 夕 ン ド足 


2 


スタン ド取付 板 


3 


スタン ド ばね 


4 


リベ ッ ト 


5 


スタンド ロック 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転薦等 は 禁止され てお ります。 



附属 書 JA 

(参考） 

JIS と 対応 国際規格との 対比 表 



JIS 9453:2010 自転車 一 リャ キヤ リ ャ 及び スタン ド 


ISO 11243:1994 Cycles — Luggage carriers for bicvcles — Concepts, classification and 
testing 


(I)JIS の 規定 


(11) 

国際 規 
格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 
理由 及び 今後の 対策 


固宋奋 可 
及び 題名 


内 谷 


fe] 条番 


内 谷 


ケケ ^ ―、 7 

固条 しと 
の 評価 


-f-f- ^-Jiz: AA-r -V^.- m ゥ V 

技 fir 的 差異の 内 谷 


1 適用 範 
囲 


- -般用 自転車， 幼児 用 
自転車 及び 電動 ァシ 
ス ト 自転車に 用いる 
リャ キヤ リ ャ 及び ス 
タン ド について 規定。 




1 


自転車の 後車 輪の 上に 取 
り 付けられる ラッ ゲージ 
キヤ リャ について 規定。 
スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 


追加 


JIS では， スタンドに ついての 
規定 を 追加。 


ISO 規格の 見直し 時に 提案 を 検討。 


2 引用 規 
格 














3 用語 及 
ぴ 定義 


キヤ リャ， キヤ リャプ 
ラット ホーム， キヤ リ 
ャの 長さ， 両立 スタン 
ド， 1 本 スタンド 


3 


キヤ リャ， キヤ リャ プラ 
ット ホーム， キヤ リャの 

長さ 


追加 


JIS D 9101 及び ス タ ン ドの用 

語 を 追加。 


J1S では， 部品 名称 を 統一す るた め規 

定を 追加して いる。 


4 部品 名 
称 


主 な 部 品 名称 を規 

定。 






追加 


JIS D 9101 に 規定され ていな 
い 部品 名称 を 規定して いる。 


JIS では， 消費者 と 製造業 者 と の 間で 

混乱の ない よ う 規定して いる。 
実質的に 差異 はない。 


5 キヤ リ 
ャの 区分 


キ ャ リャは 最大 積載 
質量に よ つて 五つの 
質量 別 クラスに 区分。 
幼児 用 座席の 取 付け 
は， 幼児 用 座席の 質量 
と 幼児の 最大 適用 体 
重との 合計と 規定。 


4 


キヤ リ ャを 四つの 容量 別 
クラスに 区分。 

容量 15 kg, 22 kg 用の 幼 
児 用 座席の 取 付けに つい 
て 規定。 


変更 


JIS では， 幼児 用 座席の 質量が 
3 kg 以上 を 考慮し， クラス 27 
を 追加し， 幼児 用 座席の 取 付 
けの 規定 を 変更して いる。 


JIS では， 荷物と 幼児の 積載との 整合 

が 取れる ように クラス を 追加し， 幼 
児 用 座席 の 取 付 け の 規定 を 変更して 
いる。 


6 強度 


キヤ リ ャ 及び ス 夕 ン 
ドの 強度 を 規定。 






追加 


具体的に 追加して いる。 


適合 性 評価 の た め 必要 。 ISO 規格 の 

見直し 時に 提案 を 検討。 



•fNta;lci; 一 J»3.CSIB 霸， s^."-s^s^ wt。 
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(I)JIS の 規定 


(11) 

国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 

理 由 及 ひ 今 f ま の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




7 構造 及 
びお く 能 


キヤ リ ャ 及び ス 夕 ン 
ドの 構造 及び、 能 を 
規定。 






規定な し。 

スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 


追加 


J1S では， "各部の 接合， 結合 

及び 組立 は 確実で なければ な 
ら ない" と 規定して いる。 


JIS では， 安全性 及び 品質 を 確保す る 

ため， 規定 を 追加して いる。 


8 形状 及 
び 寸法 


キヤ リ ャ 及び スタ ン 
ドの 形状の 例 及び 主 

な 寸法 を 記す 




6.2 


幼児 用 座席 を 取り付ける 
こ と のでき る 質量 別 クラ 
スの キヤ リャの 幅を規 
定。 スタン ド について は 
対応す る 国際規格 がな 
い。 


追加 


J1S では， ISO 規格の 規定に 加 

え ， 形状の 例 及び 主 な 寸法 を 記 
載して いる。 


JIS では， 利用者の 便 を 考え， 付記し 

ている。 


9 めっき 


キヤ リ ャ 及び ス タ ン 
ド のめつ きを 施し た 
部分の 品質に ついて 
規定。 




10 


塩水 噴 霧 テス トを 規定し 
ている。 


変更 


JIS で は ，めっき 部分と 塗装 部 

分と を 別個に 規定して いる。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め 個別に 

規定して いる。 


10 塗装 


キヤ リ ャ 及び ス 夕 ン 
ドの 塗装 を 施した 部 
分の 品質に ついて 規 

定。 




10 


塩水 « 霧 テス ト を 規定し 

ている。 


変更 


JIS では， めっき 部分 と 塗装 部 

分と を 別個に 規定して いる。 


JIS では， 品質 を 確保す る た め 個別 に 

規定して いる。 


11 外観 


キヤ リ ャ 及び ス タ ン 
ドの 外観に ついて 規 

疋。 




6.1 


鋭い 端 部に ついて 規定し 
ている。 

スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 


追加 


JIS では， さび， 割れな どの 外 

観 及び マーク 類に ついて 規定 
している。 


JIS で は ， 品質 を 確保す るた め 追加 し 

ている。 


12 難 方 

法 

12.1.1 耐 

温度 性 
















合成樹脂 を 使用した 
キヤ リ ャの耐 高温 性 
試験， 耐 低温 性 試 ©ミ 及 
び 低温 耐 衝撃 試験 を 

規定。 




7 




一致 
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(I)JIS の 規定 



箇条 番号 
及び 題名 



内容 



(11) 

■ 際規 
格 番号 



(m) 国際規格の 規定 



内容 



(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 



箇条 ご と 
の 評価 



技術的 差異の 内容 



(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 

理由 及び 今後の 対策 



12.1.2 静 
的 強度 
12.1.3 動 

的 強度 
12.2 ス タ 

ン ド の 強 
度 試験 方 
法 



垂直 方向 及び 側 方の 
静的 強度 試, 験 を 規定。 
垂直 方向 及び 側 方の 
動的 強度 試験、 を 規定。 
繰返し 疲労 試験， 両立 
スタン ドの 静的 強度 
試験， 1 本 スタン ドの 
静的 強度 試' 験 を 規定。 



13 表示 



キヤ リ ャ 及び スタ ン 
ドの 表示に ついて 規 



14 取扱 説 



キヤ リ ャ 及び スタン 
ドの 取扱説明書の 記 
載 内容 を 規定。 



6.4. 



11 



12 



クは 紫外線 及 
び オゾンに 対し， 安定し 
た 素材 を 用いる こ と。 



スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 



削除 



一致 



追加 



JIS では， 項目 を 削除して いる, 



IIS では， スタン ド についての 

規定 を 追加。 



JIS では， 他の 合成樹脂 製 自転車 部品 

についても， 耐 紫外線 及び 耐 オゾン 
の 規定が な く ， 次回 改正 時までに 検 
討す る ことと した。 



ISO 規格の 見直し 時に 提案 を 検討 C 



キ ャ リ ャの 表示に ついて 
規定。 

スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 



追加 



JIS では， スタン ドの 表示 を 追 

加して いる。 



JIS では， 安全性 を 確保す る た め 規定 

を 追加して いる。 



キヤ リャの 取扱説明書の 
記載 内容 を 規定。 
スタン ド について は 対応 
する 国際規格がない。 



追加 



JIS では， スタンドの 取扱 説明 

書の 記載 内容 を 追加 している。 



JIS では， 安全性 を 確保す るた め 規定 

を 追加して いる。 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 11243:1994, MOD 

注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

一 一致 技術的 差異がない。 

一 削除 国 に ミ 規格の 規定 項 目 又 は 規定 内容 を 削除 している。 
一 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して レ: 
一 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更 している。 
注記 2 J1S と 国 際 規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 欄 の 記号 の 意味 は， 次に よる。 
― MOD 国際規格 を 修正して いる。 



る, 
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自転車 ーリャ キヤ リャ 及び スタンド 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定 • 記 載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 1961 年 11 月 1 日に 制定され， その後， 1965 年， 1979 年， 1984 年， 1994 年， 1996 年 及び 
2007 年に 改正 を 行い， 今回の 改正に 至った。 

2007 年の 改正 （以下， 旧規 格と いう。） では， 引用 規格で ある JISB0205 (メートル 並 目ね じ）， JIS B 0207 
(メートル 細目ね じ）， JIS B 0209 (メートル 並 目ね じの 許容 限界 寸法 及び 公差） 及び JISB0211 (メート 
ル 細目ね じの 許容 限界 寸法 及び 公差） が 改正され， JISB 0205-1 (一般 用 メートル ねじ— 第 1 部： 基準 山形） 
〜JISB0205-4 (—般 用 メートル ねじ— 第 4 部： 基準 寸法） 及び JISB0209-1 (—般 用 メートル ねじ 一公 差 
—第 1 部： 原則 及び 基礎 データ） 〜JISB0209- 3 (—般 用 メートル ねじ— 公差 一 第 3 部： 構造体 用ね じの 寸 
法 許容 差） に 置き換えられた。 

今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原 
案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 22 年 5 月 20 日付 
で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

独立 行政法 人 国民生活 センター は "自転車の 荷台の 強度 一 幼児 座席 を 安全に 使用す るた めに 一" との テ 
一 マで テスト を 実施し， その 結果から， 業界 及び 行政に 対して 次の ような 要望が 出された ため， 規格の 改 
正 を 実施す る ことと した。 JIS では キヤ リャの 区分 は 許容 積載 容量 別に クラス 分けされ ている 力 s， 試験 方 
法 は ， 幼児 用 座席 の 使用 時の 重心 高 さ を 想定 して おら ず， 実 使用 で 必要 とされる 強度 を 確認で き る 内容 に 
なって いない。 また， 許容 積載 容量の 区分 及び その 意味が 消費者に 明確に 分かる ように， 自転車 本体， キ 
ャ リ ャ な ど に 表示す るよう に 規定 を 変更す る ものである。 

3 審議 中 に 特に 問題 となつ た 事項 

キヤ リャの 区分で は ， 幼 児 用 座席 の 取 付 け に 関す る 規定 を 整合 化させる ために， 新たに クラス 27 を 区分 
した 力 s， キヤ リ ヤメ一 力な どから は， クラス 25 及び クラス 27 という 最大 積載 質量が 近い 2 種類 を 区分す 
ると 消費者が 混同す るお それが あり， いずれ かに 統一で きない かとの 提案が あった。 クラス 27 は， 現在， 
市場に 流通して いない 製品で あり ，市場に 出て くる タイ ミン グま では クラス 25 を 残さなければ ならない た 
め， 区分して いる。 



解 1 



著作権法 によ り 無断での 複製， K 載 等 は 禁止され ており ます。 



18 

D 9453 ： 2010 解説 
4 適用 範囲 

J1S D 91 II の 改正で， 電動 アシス 卜 自転車 を 新たに 大分 類した ことから， JIS D 9111 に 規定す る 一般 用 

自転車， 幼児 用 自転車 及び 電動 アシス ト 自転車に 用いる リャ キヤ リ ャ 及び ス タン ド とした。 

5 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 用語 及び 定義 （本体の 箇条 3) "両立 スタンド" 及び "1 本 スタンド" の 用語 を 追加した。 

b) キヤ リャの 区分 （本体の 箇条 S) 旧規 格で は， "キヤ リャの 許容 積載 容量 は 自転車の 許容 積載 容量と 
する" としていた 力ち これ は， キヤ リャを 自転車に 取り付けた とき， その キヤ リャに 積載で きる 荷物 
の 許容 積載 容量 は， 自転車の 許容 積載 容量 カ礙 先す る ことから 規定して いた。 しかし， その 意味が 分 
力、 りに くいと の 指摘が あ り ， 規定 内容 を 変更 し た。 "容量" を 分か り 易 く "質量" に 変更す ると ともに， 
キヤ リ ャの 区分の 質量 別 クラスの 値が 最大 積載 質量 を 表すよ う に 変更した。 

幼児 用 座席の 取り付けに ついては， 従来 22 kg 以下 用， 15 kg 以下 用の 2 種類に ついて 規定して いた。 
この 幼児 用 座席 は， 製品の 質量が 3 kg 以下 を 想定して いた 力、 最近で は， 幼児の 安全性 を 考慮した 設 
計に よ つて 製品の 質量が 重 くな り， 3 kg を 超えて 最大 4.5 kg の 幼児 用 座席が 製品の 半数 以上 を 占める 
ことと なった。 このため， 規格に 矛盾が 生じない よう， 規定 内容 を 幼児 用 座席の 質量と その 幼児 用 座 
席が 指定す る 最大 適用 体重との 合計に 変更した。 例えば， クラス 25 では， 幼児 用 座席の; n: 量が 3 kg 
以下の もので は 幼児の 適用 体重が 22 kg となる 力、 質量が 5 kg の もので は 幼児の 適用 体重が 20 kg と 
なる。 しかし， 道路交通法 では 6 歳 未満の 幼児 を 乗せる ことができる としてい る。 6 歳 未満の 幼児の 
体重の 統計から， 体重 20kg では 幼児の 約 40% が 許容 外と なって しまう。 このため， 幼児の 体重が 22 
kg まで 乗せる ことができる ように， キヤ リャの 区分に 新たに クラス 27 を 追加した。 クラス 27 につい 
て は， 現在， 市場に 製品が 流通して いないため， 今後， キヤ リャ， 完成 車 メーカー などが 製品 を 供給 
する ことと なる。 

従来， クラス 18 について は， 15 kg 以下 用の 幼児 用 座席 を 取り付けても よいとの 規定であった 力 s， 
国内に は 15 kg 以下 用の 幼児 用 座席がない。 また， 22 kg 以下 用の 幼児 用 座席で， 幼児の 適用 体重が 15 
kg 以下で あれば 取 り 付け られ ると の 記載が ある 製品が あった 力?， ユーザが キ ャリャ の クラス を 確認せ 
ずに 体重が 22kg の 幼児 を 乗せて しまう おそれが あるた め， クラス 18 について は， 幼児 用 座席の 取 付 
け を 禁止した。 

C) 形状 及び 寸法 （本体の 箇条 8) 旧規 格で は， クラス 18 及び クラス 25 の キヤ リャの 幅 120〜175 mm 
は， 幼児 用 座席 を 取り付ける ために 規定して いた 力、 クラス 18 に は 幼児 用 座席の 取 付け を 禁止した た 
め， 幼児 用 座席 を 取 り 付ける こと がで き る キヤ リャ プラット ホームの 幅に 変更 し た。 

d) キヤ リャの 表示 （本体の 13.1) キヤ リャ 及び スタンドの 表示の 項目 を 分ける とともに， キヤ リャの 
表示 箇所 及び 表示の 方法 を 具体的に 記; 1$ した。 容量 別 クラス を 最大 積載 質量に 変更した。 幼児 用 座席 
を 取り付ける ことができる キヤ リャ は， 幼児 用 座席の 取 付けの 可否 を 表示す るよう に 追加した。 トレ 
一 サビリ ティに 対応し， 製造 年月 又は その 略号 を 追加した。 

e) キヤ リャの 取扱説明書 （本体の 14.1) 本体の 14,1 a) として， 当該 キヤ リャの 積載 質量 及び 自転車 
への 取 付けの 可否 は， 自転車の 取扱説明書に 従う 旨の 規定 を 追加した。 

旧規 格の 14a)2) の "キヤ リャの 積載 容量， 及び 幼児 用 座席の 取 付けに 適して いるか どう 力、" は， 
"幼児 用 座席の 取 付けの 可否" に 変更した [本体の 14.1c)] 。 
旧規 格の 14a)3) の "荷物の 積載 は， 自転車の 許容 積載 容量 を 超えて はならない 旨の 指示" は， 荷 

解 2 



著作権法 によ り 無断での lilt 尋は 禁止され ております。 
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物 積載 時の^ 告に 変更し， 1) キヤ リャに 荷物 を 積載した ときに， 自転車の 操縦 安定性 及び ブレーキの 
制動 性能に 影響を及ぼす おそれが ある 旨の 警告， 2) 最大 積載 質量 を 遵守す る 旨の 告， 3) 幼児 用 座 
席 を 取り付ける とき は， 自転車， キヤ リャ 及び 幼児 用 座席の 取扱説明書の 指示に 従う 旨， また， 幼児 
用 座席の 質量と その 幼児 用 座席が 指定す る 最大 適用 体重との 合計が キ ャ リャの 最大 積載 質量 以下で な 
ければ ならない 旨の 警告に 変更した [本体の 14.1 d)]。 



6 

キヤ リャの 試験 方法 は， 幼児 用 座席の 使用 時の 重心 高さ を 想定して おらず， 実 使用で 必要と される 強度 
を 確認で きる 内容に なって いないとの 指摘が あった。 キヤ リャの 試験 方法に ついては， 検証 試験 を 実施し， 
規定す る 必要性が 確認で き れば 改正 を 実施す る 。 



原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す C 



自転車 JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 



(事務局） 



丘 


藤 


折 
口 


朗 


東 ゾデヽ 海洋 大学 


勝 


股 


美 代 子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


仲 


野 


禎 




独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 


剣 


持 


敏 




財団法人 日本 消費者 協会 




枝 




雄 


財団法人 製品 安全 協会 


白 


山 


由紀子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


西 


田 




lb 


JISCBA 代表 （財団法人 日 本 品質保証 機構) 


大久保 






社団法人 自転車 協会 


士 


村 


慎 




株式会社 シ マノ 


伊 


藤 


政 


博 


パナソ ニック サイクル テツ ク 株式会社 


単, 車 






寛 


ブ リ ヂス トンサ イク ル 株式会社 


松 


田 


俊 


和 


パ ナソ ニック ポリ テク ノロ ジー 株式会社 


宮 


原 


m. 


彦 


警察庁 交通 局 


山 


下 


隆 


也 


経済 産業 省 製造 産業 局 


内 


田 


虽 


雄 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


、土 


藤 


秀 


罕 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


坪 


井 


信 


隆 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



解 3 

著作 極 法に よ り «» での UK, 転載 等 は 禁止 されて おります。 
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D9453 ： 2010 解説 



(オブザーバ） 



(事務局） 



JIS 調査 分科会 

氏名 



(第 1 作業部会) 



翻 






寛 


プリ ヂス ト ン サイ クル 株式会社 


竹 


原 






パナ ソニッ ク サイ クル テツ ク株 


明 


田 


久 


fe、 


ヤマハ 発動機 株式会社 


乾 




克 


己 


三洋 電機 株式会社 


口 


橋 


泰 


仁 


宮田 工業 株式会社 


増 


尾 




健 


株式会社 シ マノ 


神 


野 


秀 


樹 


和 泉 チュン 株式会社 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


大久保 




薰 


社団法人 自転車 協会 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


仲 


野 


禎 




独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 


岡 


本 


幸 


男 


財団法人 製品 安全 協会 


柏 


木 


新 


巿 


オージー ケー 技研 株式会社 


倉 


下 


和 


彦 


株式会社 松洋 製作所 




持 


保 


雄 


経済 産業 省 製造 産業 局 


山 


下 


立 !=； 

m 


夫 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


中 


野 


治 


郎 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


土 

フ a 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



(執筆者 亀 山 勝弘） 



解 4 

著作 猶法 により JWf での 裏鼸， ftft 等 ほ 禁止され てお ります。 



★J は規 恪;? ： 及び jis 規格;;^^, ifi について のお 問合せ は， 说^|;リズ£ぉ^^ぁ31まで， できる 11 限り^ 子 

メール （E-mail:sd^sa.or.jp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [(03)5770-1571] でお 顧い いたし ま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 関係 先への 確您 等が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
間が かかる 場合 力 f ございます。 あらかじめ ご了承く ださい。 
★JIS 規格 粟の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 丄 t、 "！^^^準化と品齊'^!!" に， 正 •„ ほの 内容 を揭敏 いたします:. 

(2) I ぉ刖 としてお n 21 tl (21 日が 土お; 口， 曰 曜日 又は 休 H の 合に は， その 翌日） に. "1:1 桂 f3! 
某 新 I 址' 及び "日刊 エ^ 新 lir のお S 発行の 広告 調で， 正^ (が 発行され た JIS 規 t& 番せ及 

び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正鎮 票が 発行され た 場合， 自動的 

にお 送りいた します。 

規 tfT ゾ;: ： の ご riV 义は， flil お' レ T ム、' い^ サービス 第-- jig [FAX(03)3583-0462TEL(03)3583-8002] 
又は 下^の 当 協会 名 古 g 支部， Ijy 西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



JIS D 9453 
自 Ik'I':— リャ キヤ リ ャ 及び ス タン ド 



平成 22 年 5 月 20 日 第 1 « 発行 



箱 行人 



田 中正 躬 



発行所 

財団法人 日本規格協会 

=flO7-S440 'お); (/fC;'! ちぽ赤 IS 4 丁目 1-24 
http:/Av ww.j sa.or.j p/ 



札 繞支節 


T06O-OO03 


！も！^巿中央！！北 3 条西 3 丁目 1 札!!! 大 W 生命 ビル 内 

TEI.(0n)261-CKM5 FAX (011)221-1020 


東北 支部 


〒980-OSll 


(山 台 巿青翁 区 一番 町 2 丁目 5-22 穴 吹 第 ）9 仙 台 ビル 内 
TEL (022)227-8B6( 代表） FAX (022)266-0905 


名古靥 支部 


T460-0008 


名 古！！^市中 区泶 2 丁 i^i 6- 1 a 川 ビル 別麵内 

Tf: し （052)22)-8:n6( 代ム） FAX (052)203-4806 


関西 支 as 


T 54 1-0053 


大阪市 中央 区 本 町;! 丁目 4-10 本 町 野 村 ビル 内 
TEL (06)626 1 -8 顯代 表） FAX (06)626 1-9)14 


広 島 支 節 


〒 730-00 11 


広 島 市中 区 基 町 5^44 広 ft 商工会議所 ビル 内 

TE し （082)22 卜 7023 FAX (OS2)22J-75<iii 


四 頃 支 8^ 


〒き 0023 


高&、 市 寿 町 2 丁目 2-10 高 松 寿町ブ ライム ビル 内 

TEL(087^1-78S1 FAX 卿) 821-3261 


福 ほ 支 81 


T8 12-0025 


滞 PI 市 W 多 区 店 魔 町 卜 31 博 多 アーバン スクェア 内 
TEL (092)282-9030 FAX (092)282-9 1 1 8 
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